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＜マザーズ＞投資に関する説明会開催状況について 
 

以下のとおり、投資に関する説明会を開催いたしましたので、お知らせいたします。 
 

○開催状況 
 
開催日時     2021年 11月 15日 9：00 
 
開催方法     オンライン配信による開催 
 
説明会資料名   2022年３月期 ２Q 決算説明 
 
【添付資料】 
投資説明会において使用した資料 
 





1. 2022年3月期2Qハイライト



ハイライト / 事業開発 (1/3)

複数案件における具体的な顧客製品化を見据えた進捗
Visual SLAM、Lidar SLAMの両方において、複数案件で、Kudanがサポートを行い、顧客が開発中の商品・ソリューションへの
SLAM機能の組み込みの加速が行われている。結果として、具体的な製品化に向けた開発がより加速・確度が高まっている。確度の
高い案件として2022/3期-2023/3期3件、2024/3期1件の製品化目標案件が存在、今後さらに確度の高い案件を積み増す。

※詳細はP16-19 「3. 顧客製品化に向けた進捗」参照

Artisense完全子会社化
グループ会社Artisenseの100%子会社化の時期を、当初予定の「2022年12月」から「2021年10月26日～12月24日」に前
倒し、経営統合の早期化による売上拡大時期の早期化・規模拡大を目指す

※詳細はP9-15「2. Artisense子会社化」参照
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ー 各アルゴリズムに関して、ターゲットとする領域でニーズが高く競争優位性を獲得しやすい開発アイテムに取り組むこ
とで、効率的に案件開拓・進捗を実現

©Kudan. All Rights Reserved. 6

ハイライト / 研究開発 ー
直近６ヶ月の研究開発の進捗 : Visual SLAM

アルゴリズム

Visual SLAM

案件進捗例

Visual SLAM

開発アイテム

• 魚眼タイプのカメラでの
性能向上

• ホイールオドメトリ統合の
性能向上

• GPS情報を用いたトラッキング
精度向上

自動車大手Tier1・
ADAS

日本通信大手・
ロボティクス

エンジニアリング企業・
屋内位置測位

• IMU統合とホイールオドメトリ
統合の性能向上

• 既存点群地図上での位置認識
およびそのクラウド上での実装

• より正確なセンサーの時刻同期

日本エンジニアリング会社・
自動運転

日本通信大手・AR

中国自動配送ロボOEM・
ロボティクス

魚眼カメラでのSLAM映像



自動車OEM・
自動運転

通信大手・5GxSLAM

USマッピングプロバイダ・
マッピング

ー 各アルゴリズムに関して、ターゲットとする領域でニーズが高く競争優位性を獲得しやすい開発アイテムに取り組むこ
とで、効率的に案件開拓・進捗を実現
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ハイライト / 研究開発 ー
直近６ヶ月の研究開発の進捗 : Lidar SLAM

アルゴリズム 案件進捗例開発アイテム

• マップ統合機能

• マップストリーミング機能

• 点群の歪み補正などによる
精度向上

マップストリーミングを行う場合と行わない場合の比較複数の地図を統合して
一つの大きな地図を作成

Lidar SLAM



業績概要

2021年3月期
2Q実績

2022年3月期
2Q実績

2022年3月期
業績予想

増減率
（対同四半期）

2021年3月期
実績（参考）

売上高 30 110 300
～350 262.7% 127

営業利益 △238 △220 ― ― △451

経常利益 △220 △323 ― ―
△1,575

(内、持分法による
投資損失
△1,232)

親会社株主に
帰属する

当期純利益
△220 △321 ― ― △1,608
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（単位：百万円）

ー Lidar SLAM・Artisense SLAMの技術ラインナップ拡充・顧客ポートフォリオ入れ替えの効果もあり、コロナによる市場急減速と
新製品投入の遅延に起因した前期業績をボトムに、案件受注の拡大・既存案件の開発フェーズの進捗による売上の回復基調
を継続
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2. Artisense子会社化











Artisense案件例
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ー 世界最高水準の技術を背景に、すでにグローバル規模で多数の案件を展開

自動トラックOEM

自動車Tier1サプライヤ

屋内工場ロボット

総合電機メーカの
屋外デリバリーロボット

モバイルマッピングシステム

自律走行ロボット

自動配送ロボットOEM

自動駐車支援

BOMBARDIER：カナダの航空機を中心とする産業輸送機器OEM、売上高65億ドル(2020)
DB（ドイツ鉄道）：ドイツ最大の鉄道会社、売上高~400億ユーロ(2020)
ECARX：中国の自動車インテリジェントソリューションプロバイダー。BaiduやGeelyから出資をうけVolvoとの提携も実施。
NNG: ハンガリーの自動車Tier1サプライヤ。30以上の自動車ブランドにソリューションが採用され、トップ10OEMのうち7社に採用されている。
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3. 顧客製品化に向けた進捗
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顧客製品化に向けて積み上げた案件ハイライト

領 域 アルゴリズム 概 要

自動運転分野における市街地運用・センサーコス
ト低減に関するプロジェクトでKdLidarを利用

企 業

自動車トップ5
OEM Lidar

工場・プラント内におけるトラックの自動運転化で
ArtiSLAMを車両位置把握に用いた評価・開発を実施

大手
エンジニアリング

医療用ARグラスにKudan Visualの搭載を最終評
価・統合中

医療用機器
大手OEM

商用車に搭載されたカメラでの運転支援機能を
KdVisualを用いて評価・開発中

自動車大手
Tier1

様々なロボットの協調利用を可能にするプラット
フォームにKdVisualを組み込み開発中

通信大手

非GPS環境下でもマッピングが可能なソリューション
にKdLidarを統合中

マッピング
プロバイダ

屋外での配送ロボットの位置把握にArtiSLAMの
搭載を統合も踏まえつつ最終評価中

自動配送
ロボットOEM

様々な場所でのARを用いたソリューションプラット
フォームの構築にむけて開発を実施通信大手

自動運転

ADAS

AR/VR

ロボティクス

マッピング

Visual

Visual

Visual

Visual

Visual

Visual

Lidar
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顧客製品化に向けた案件増加の要因

（研究開発）機能追加・性能向上・技術ラインナップ拡充によるマーケットニーズへの適応
ー KdVisualにおけるホイールオドメトリの強化やKdLidarにおける精度向上によって、
より具体的な製品化タイムラインをもった顧客案件への対応が可能に

ー Artisense SLAMの投入で、特にアウトドアのロボティクス案件でのさらなる案件獲得が可能に

ー ロボティクスにおいて、ROS (Robot Operating System)を通じた統合が容易になったことで、
より幅広い案件への対応が可能に

※その他研究開発の進捗及び案件獲得・進捗への貢献はP6-7「ハイライト / 研究開発 ー 直近６ヶ月の研究開発の進捗」参照

（事業開発）パートナー拡大・関係強化による販売チャネル・技術ラインナップの拡充

ー センサOEM、プロセッサOEMや技術商社とのパートナーシップによる
Kudan/Artisense SLAMがフィットする案件開拓チャネルの拡充

ー エンジニアリング会社とのパートナーシップ・協業によるSLAMとその他の領域も組み合わせたソリューション
(例：SLAM機能だけでなくロボットのハードウェアとソフトウェアをあわせたパッケージ開発)の開拓

（市場環境）Visual SLAM、Lidar SLAM両方におけるマーケットニーズの高まり

ー 産業用自律走行ロボットの開発案件の増加や、従来型の技術である磁気テープや2D-LidarによるSLAMを用いた
自動搬送ロボットを開発しているOEMがVisual SLAMの採用を加速

ー 3D-Lidar市場が価格低減も追い風に成熟してきており、
それに伴い3D-LidarによるSLAMを用いたソリューションのニーズが増加
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Appendix



ー Kudanが提供する「人工知覚=眼」は、「人工知能=脳」と相互に連動・補完し、機械（ロボット・コンピュータ）の
自律的な行動や機能を実現する
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AP技術は、AIと共に、今後あらゆる産業の基盤となる

人工知能
(Artificial Intelligence）

適切な判断を下す機械の「脳」

人工知覚
(Artificial Perception)

周囲を理解する機械の「眼」
＝＝













ー ヨーロッパの組込みソリューションにおける世界最大級のイベント「embedded world 2021 DIGITAL」のスタート
アップカテゴリにおいて最優秀賞を受賞(2021年3月）

ー 日本のNTTドコモ主催の5G DXアワードにおいて準優秀賞を受賞(2020年5月)
ー これらを機にした更なるメディア露出による認知度向上、プロジェクト検討が進行中

©Kudan. All Rights Reserved. 28

日本・海外の両方で影響力のある賞を受賞
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ご留意事項

本資料は、当社の事業および業界動向に加えて、
当社による現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

 これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性がつきまとっています。

すでに知られたもしくは知られていないリスク、不確実性、その他の要因が、
将来の展望に対する表明に含まれる事柄と異なる結果を引き起こさないとも限りません。

当社は、将来の展望に対する表明、予想が正しいと約束することはできず、
結果は将来の展望と著しく異なることもありえます。

本資料における将来の展望に関する表明は、2021年11月12日現在において、
利用可能な情報に基づいて、当社によりなされたものであり、
将来の出来事や状況を反映して、将来の展望に関するいかなる表明の記載をも更新し、変更するものではございません。


